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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第19期
第１四半期
連結累計期間

第20期
第１四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (千円) 3,850,113 3,060,324 14,642,490

経常利益 (千円) 333,593 263,029 966,717

四半期(当期)純利益 (千円) 257,251 190,183 3,205,621

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 292,178 204,606 3,294,228

純資産額 (千円) 4,881,577 7,391,294 7,599,387

総資産額 (千円) 20,908,827 12,698,759 12,598,247

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 2,972.08 2,304.14 37,585.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

自己資本比率 (％) 23.2 57.8 60.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。　

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代を機に長引いていた円高、株安が一服し、

景気の底打感が見られたものの、欧州での政府債務危機や東日本大震災の復旧の遅れ、電力供給不安など

の問題が依然として残っており、不透明な状況で推移しました。

このような市場環境の下、情報通信・ネットワーク関連事業におきましては、前連結会計年度に引き続

き、スマートフォンやタブレット端末の急速な普及に伴い、スマートフォン関連分野の販売が堅調に推移

したほか、多機能でありながら簡単に設定可能なネットワークカメラや無線LANルータ等、当社の技術を

駆使した独自製品の開発およびリリースに取り組みました。また、在庫の適正化や財務体質の改善に加

え、固定費の削減等に努めました。しかしながらPC周辺機器関連の需要減少の影響と、急激な円安の影響

による仕入原価の上昇により、売上高、営業利益は前年同期を下回りました。

店頭外国為替証拠金取引等事業におきましては、前連結会計年度に行った事業譲渡の後、新しい金融

サービス開発投資に注力し、自動売買プログラムによるFXシステムトレード「シストレ.COM」の提供を

開始いたしました。業績面では、事業開始時の先行投資の影響が大きく、売上高、営業利益とも前年同期を

下回りました。

自動車流通事業におきましては、前連結会計年度に引き続き、事業規模の拡大と利益率の高い小売販

売、自動車整備や自動車保険販売等の付随サービスの提供に注力してまいりました。その結果、売上高、営

業利益ともに前年同期を上回りました。

以上により、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,060,324千円（前年同四半

期比20.5％減）、営業損失13,249千円（前年同四半期は営業利益419,284千円）、円安による為替差益の

計上により経常利益263,029千円（前年同四半期比21.1％減）、四半期純利益は190,183千円（前年同四

半期比26.1％減）となりました。

　
　セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

① 情報通信・ネットワーク関連製品事業

当セグメントにおける売上高は2,033,950千円（前年同四半期比17.1％減）、営業利益は88,905千円

（前年同四半期比74.6％減）となりました。

② 店頭外国為替証拠金取引等事業

当セグメントにおける売上高は10,581千円（前年同四半期比98.5％減）、営業損失は217,365千円（前

年同四半期は営業損失18,415千円）となりました。
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③ 自動車流通事業

当セグメントにおける売上高は1,022,377千円（前年同四半期比43.5％増）、営業利益は40,741千円

（前年同四半期比62.9％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

①　資産

　当第１四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末比100,511千円増の12,698,759千円

であります。これは主に建物及び構築物、土地の増加および法人税の納付などによる現金及び預金の減

少によるものであります。

②　負債

　当第１四半期連結会計期間における負債は、前連結会計年度末比308,604千円増の5,307,464千円とな

りました。これは主に長期借入金の増加および法人税の納付による未払法人税等の減少によるもので

あります。

③  純資産

　当第１四半期連結会計期間における純資産は、前連結会計年度末比208,093千円減の7,391,294千円と

なりました。これは主に配当による利益剰余金の減少によるものであります。

　

(3) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は736千円であります。なお、当第１四半期連結累計期

間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　当第１四半期連結累計期間において、店頭外国為替証拠金取引等事業の販売の実績が著しく減少して

おります。

　これは、前連結会計年度に店頭外国為替証拠金取引等事業の一部を譲渡したことによる影響によるも

のです。

　
(5) 主要な設備

  新設により当第１四半期連結累計期間に著しい変動があった設備は、次のとおりであります。

設備の新設等

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容
取得価格
（千円）

資金調達方法 取得年月日

提出会社

賃貸用不動産
（東京都渋谷区）

その他
 
土地、建物

 
692,835

自己資金及び
借入金

平成25年3月

賃貸用不動産
（東京都中央区）

その他 土地、建物 1,127,568
自己資金及び
借入金

平成25年3月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 255,200

計 255,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,575 96,575
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株制度を採用しておりま
せん。

計 96,575 96,575 - -

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円))

資本準備金
残高
(千円)

平成25年１月１日～
平成25年３月31日

- 96,575 - 2,090,287 - 539,865

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式(自己株式等) - - -

議決権制限株式(その他) - - -

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　14,035

- -

完全議決権株式(その他) 普通株式　82,540 82,540 -

単元未満株式 - - -

発行済株式総数 96,575 - -

総株主の議決権 - 82,540 -

(注)  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
プラネックスホールディ
ング株式会社

東京都渋谷区恵比寿西二
丁目11番９号

14,035 - 14,035 14.53

計 - 14,035 - 14,035 14.53

　

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年１月１日

から平成25年３月31日まで)および第１四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人ナカチにより四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。　

第19期連結会計年度　有限責任 あずさ監査法人

第20期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　監査法人ナカチ
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,983,705 3,795,164

売掛金 1,171,727 946,313

有価証券 8,638 9,391

商品及び製品 1,246,352 1,242,516

原材料及び貯蔵品 3,717 3,610

繰延税金資産 98,706 35,347

外国為替等取引顧客区分管理信託 1,378,997 1,603,310

外国為替等取引差入担保金 169,027 462,473

外国為替等保証金取引評価勘定 5,543 1,902

その他 740,325 767,571

貸倒引当金 △6,516 △5,226

流動資産合計 10,800,226 8,862,376

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 278,346 1,034,374

減価償却累計額 △15,764 △20,695

建物及び構築物（純額） 262,582 1,013,678

車両運搬具 14,235 6,235

減価償却累計額 △3,114 △3,286

車両運搬具（純額） 11,121 2,949

工具、器具及び備品 76,311 120,543

減価償却累計額 △63,226 △109,331

工具、器具及び備品（純額） 13,085 11,212

土地 528,031 1,595,607

建設仮勘定 － 40,780

有形固定資産合計 814,821 2,664,228

無形固定資産

のれん 3,097 2,323

ソフトウエア 53,866 51,961

その他 2,645 92,241

無形固定資産合計 59,609 146,525

投資その他の資産

投資有価証券 575,700 588,274

長期貸付金 240,311 309,753

繰延税金資産 10,186 15,352

その他 97,391 112,249

投資その他の資産合計 923,589 1,025,629

固定資産合計 1,798,020 3,836,383

資産合計 12,598,247 12,698,759
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,882,069 1,510,926

短期借入金 200,000 200,000

1年内償還予定の社債 66,800 66,400

1年内返済予定の長期借入金 153,196 195,196

未払金 213,432 346,610

未払法人税等 605,168 643

賞与引当金 － 10,157

返品調整引当金 702 702

外国為替等保証金取引預り保証金 1,190,133 1,494,144

その他 110,368 78,106

流動負債合計 4,421,871 3,902,887

固定負債

社債 33,000 －

長期借入金 455,138 1,214,839

繰延税金負債 88,850 106,913

その他 － 82,825

固定負債合計 576,988 1,404,577

負債合計 4,998,860 5,307,464

純資産の部

株主資本

資本金 2,090,287 2,090,287

資本剰余金 1,330,232 1,330,232

利益剰余金 4,826,066 4,603,550

自己株式 △618,521 △618,521

株主資本合計 7,628,065 7,405,549

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,561 34,345

為替換算調整勘定 △96,293 △95,207

その他の包括利益累計額合計 △72,732 △60,861

少数株主持分 44,053 46,606

純資産合計 7,599,387 7,391,294

負債純資産合計 12,598,247 12,698,759
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

売上高

商品及び製品売上高 3,140,013 3,049,743

金融収益 710,100 10,581

売上高合計 3,850,113 3,060,324

売上原価 2,584,406 2,671,064

売上総利益 1,265,706 389,260

返品調整引当金繰入額 378 702

返品調整引当金戻入額 285 702

差引売上総利益 1,265,613 389,260

販売費及び一般管理費

役員報酬 46,555 51,894

給料及び賞与 118,747 89,086

広告宣伝費 231,978 28,886

運賃 15,292 10,339

賞与引当金繰入額 14,768 10,157

業務委託費 79,087 43,863

研究開発費 260 736

その他 339,638 167,544

販売費及び一般管理費合計 846,329 402,509

営業利益又は営業損失（△） 419,284 △13,249

営業外収益

受取利息及び配当金 6,375 455

為替差益 － 267,318

貸倒引当金戻入益 － 1,299

雑収入 1,173 14,670

営業外収益合計 7,548 283,743

営業外費用

支払利息 3,716 2,638

為替差損 88,642 －

雑損失 880 4,826

営業外費用合計 93,240 7,464

経常利益 333,593 263,029

特別損失

固定資産除却損 11,211 317

投資有価証券売却損 12 －

訴訟損失引当金繰入額 7,100 －

その他 384 19

特別損失合計 18,709 336

税金等調整前四半期純利益 314,884 262,692

法人税、住民税及び事業税 4,239 △3,757
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

法人税等調整額 52,385 73,713

法人税等合計 56,625 69,955

少数株主損益調整前四半期純利益 258,258 192,736

少数株主利益 1,007 2,552

四半期純利益 257,251 190,183
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 258,258 192,736

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,801 10,783

繰延ヘッジ損益 24,152 －

為替換算調整勘定 △2,034 1,086

その他の包括利益合計 33,919 11,870

四半期包括利益 292,178 204,606

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 291,171 202,054

少数株主に係る四半期包括利益 1,007 2,552
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　該当事項はありません。　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日)

減価償却費 54,895千円 11,053千円

のれんの償却額 11,519千円 774千円

負ののれんの償却額 △9,120千円 -千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月28日
定時株主総会

普通株式 86,556 1,000平成23年12月31日 平成24年３月29日 資本剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日
定時株主総会

普通株式 412,700 5,000平成24年12月31日 平成25年３月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　　　(単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計情報通信・
ネットワーク
関連製品事業

店頭外国為替
証拠金取引等
事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,433,446710,100706,5663,850,113 - 3,850,113

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

18,801 - 6,000 24,801 23,144 47,945

計 2,452,248710,100712,5663,874,91423,1443,898,058

セグメント利益又は損
失（△）

350,020△18,415 25,015 356,621 1,689 358,310

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設計ソリューション事業、ＳＩ事

業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 356,621

「その他」の区分の利益 1,689

セグメント間取引消去 △203

のれんの償却額 △2,399

報告セグメントに配分していない損益（注） 56,777

その他の調整額 6,800

四半期連結損益計算書の営業利益 419,284

(注)  主として当社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「店頭外国為替証拠金取引等事業」において、株式会社EMCOM CONSULTING（現 プラネックスコンサル

ティング株式会社）の全株式を取得（株式会社外為ジャパン90.0％、プラネックスフォースシステムズ株

式会社10.0％）いたしました。この事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては、

284,441千円であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　　　(単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計情報通信・
ネットワーク
関連製品事業

店頭外国為替証拠
金取引等事業

自動車流通
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上
高

2,024,950 10,5811,022,3773,057,9092,415 3,060,324

  セグメント間の内
部売上高又は振替高

9,000 - - 9,000 2,400 11,400

計 2,033,950 10,5811,022,3773,066,9094,815 3,071,724

セグメント利益又は
損失（△）

88,905 △217,365 40,741 △87,718 △174 △87,893

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設計ソリューション事業、不動産事

業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △87,718

「その他」の区分の損失 △174

セグメント間取引消去 509

のれんの償却額 △774

報告セグメントに配分していない損益（注） 69,425

その他の調整額 5,483

四半期連結損益計算書の営業損失 △13,249

(注)  主として当社（連結財務諸表提出会社）に係る損益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

(金融商品関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成25年３月31日)　

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上

額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

16/20



　

(デリバティブ取引関係)

前連結会計期間末(平成24年12月31日)　

  

通貨関連
(単位：千円)

　 種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引 　 　 　 　

　買建 1,528,565 - 25,239 25,239

　売建 1,587,819 - △19,696 △19,696

カウンターパーティー
との取引

　 　 　 　

  買建 1,587,819 - 19,696 19,696

  売建 1,528,565　 △25,239 △25,239

為替予約取引 　 　 　 　

  買建 　 　 　 　

　米ドル 3,685,098 - 306,145 306,145

合計 - - 306,145 306,145

(注)  時価の算定方法  外国為替等保証金取引及びカウンターパーティーとの取引の時価は期末の直物為替相場によっ

て評価しており、為替予約取引については取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

　
当第１四半期連結会計期間末(平成25年３月31日)　

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなって

おり、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められま

す。　

  

通貨関連

                                                                                             (単位：千円)

　 種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

市場取
引以外
の取引

外国為替証拠金取引 　 　 　 　

　買建 2,002,432 - 5,698 5,698

　売建 2,288,160 - △14,306 △14,306

カウンターパーティー
との取引

　 　 　 　

  買建 2,819,898 - 14,760 14,760

  売建 2,534,116 - △5,987 △5,987

為替予約取引 　 　 　 　

  買建 　 　 　 　

　米ドル 2,066,908 - 361,323 361,323

合計 - - 361,487 361,487

(注)  時価の算定方法  外国為替等保証金取引及びカウンターパーティーとの取引の時価は期末の直物為替相場によっ

て評価しており、為替予約取引については取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。
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(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 2,972円08銭 2,304円14銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 257,251 190,183

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 257,251 190,183

普通株式の期中平均株式数(株) 86,556 82,540

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

プラネックスホールディング株式会社(E02061)

四半期報告書

19/20



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年５月14日

プラネックスホールディング株式会社

取締役会  御中

　

監査法人 ナカチ

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    平　田　　　卓    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    吉　永　康　樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプラ
ネックスホールディング株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１
月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連
結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラネックスホールディング株式会社及び連
結子会社の平成25年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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